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HDPV-UTシリーズ
セットアップガイド このたびは、｢HDPV-UTシリーズ｣(以下、本製品と呼びます)をお買

い上げいただき、誠にありがとうございます。
ご使用の前に[本紙]をよくお読みいただき、正しいお取り扱いをお願
いします。

Time Machine 機能画面が表示された場合のご注意
本製品をパソコンに接続した際、Mac OSの仕様で、Time 
Machine機能の画面が表示されることがあります。[消去]を
クリックすると、本製品のフォーマットが始まります。誤ってデー
タを消去しないようご注意ください。
※Time Machine機能については、Apple社ホームページをご確認
ください。
本製品を使用中にデータが消失した場合でも、データの保証
は一切いたしかねます。故障や万一に備えて定期的にバックア
ップをお取りください。

つなぐ

添付のUSB ケーブルを、
パソコンとつなぐ

フォーマット済みのため、そのまま使用できます
本製品はフォーマット済み（1パーティション、NTFSファイルシステム）のため、Windows環境ではフォーマットする必要はなく、そのままで
お使いいただけます。パーティションを分ける、Mac OS で使用するなど再フォーマットする場合は、「画面で見るマニュアル」※をご覧ください。

Mac OSで使用する場合

フォーマットが必要です。
【画面で見るマニュアル】をご覧になり、Mac OS形式でフォーマット
してください。

確認する
アイコンの追加を確認します。
右のように、ハードディスクのア
イコンが追加されていれば、本製
品を使用できます。
※本製品の名前は、フォーマット時に任
意に入力したものになります。

取り外す場合
※ ここではパソコン起動中に本製品を取り外す場合の手順を説明します。

※本製品の名前は、フォーマット時に任意に入力したものになり
　ます。

本製品を取り外します。

ドラッグ&ドロップ

1 本製品のアイコンをごみ箱に捨てます。

2
ケーブルはコネクターを持って抜きます
ケーブルを抜くときは、ケーブル部分を引っ張らず、コネクター
を持って抜いてください。

※[ファイル ] メニューの [“xxx”を取り外す ]をクリックして
　取り外すこともできます。（xxxはフォーマット時に設定した
　名前です。）

本製品を取り外します。

Windowsで使用する場合

確認する
コンピューター（コンピュータ、マイコンピュータ）
アイコンの追加を確認します。
以下のように、ハードディスクのアイコンが追加さ
れていれば、本製品を使用できます。

取り外す
※ ここではパソコン起動中に本製品を取り外す場合の手順を説明します。

▲Windows XP の場合

▲Windows 7 の場合

ドライブ文字は、
お使いのパソコンにより
異なります。

本製品のアイコンが分からない場合

本製品のアイコンが表示されない場合

（画面例：Windows 7）

● Windows XP ：

（画面例：Windows 7）

● Windows 7/XPの場合     ： ［×］をクリックします。
● Windows  Vistaの場合 ： ［OK］ボタンをクリックします。

表示はOSにより異なります

●Windows VistaリムーバブルツールはOSによ
り異なります。

リムーバブルツールが表示されていない場合

①クリック
②クリック

1 画面右下のタスクトレイのリムーバブルツール
をクリックし、本製品の表示をクリックします。

2 メッセージを確認します。

3
ケーブルはコネクターを持って抜きます
ケーブルを抜くときは、ケーブル部分を引っ張らず、コネクター
を持って抜いてください。

②クリック

①クリック

いったん、右の【取り外す場合】を実行し、消えたアイコンが本製
品のアイコンとなります。

【こんなときには？】の「本製品のアイコンがない」をご覧ください。

アプリケーションを使用しなくても本製品は使用できます。

アプリケーションを使用しなくても、本製品へのデータのコピー
はおこなえます。アプリケーションは用途に応じて必要な場合の
みお使いください。

画面の指示に従ってアプリケーションをダウンロードし、解凍します。
インストールおよび使用方法については、上記サイトの『画面で見るマ
ニュアル』をご覧ください。

アプリケーションはダウンロードしてお使いください。

http://www.iodata.jp/support/product/hdpv-ut/

便利・快適アプリ 本製品をより便利に快適に使えるアプリケーションをご
用意しております。

リムーバブルツールで取り外す場合

アプリケーションは、「IO.APPs」からもダウンロードでき
ます。

http://www.iodata.jp/

弊社Webサイト内で［IOAPPS］と検索

※「画面で見るマニュアル」については、本紙裏面をご覧ください。

※USB 3.0/2.0どちらの場合でもつなぐことができ
ます。
※パソコン本体のUSBバス電源供給性能により、
一部の機種においてオプションのACアダプ
ターが必要な場合があります。
詳しくは、弊社ホームページをご覧ください。

各アプリケーションのご説明やダウンロードは、以下のURLにア
クセスします。
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IOAPPS

http://www.iodata.jp/

弊社Webサイト内で［HDPV］と検索

HDPV



基本操作や再フォーマット手順、Q&A等について詳しく
は、画面で見るマニュアルをご覧ください。
次のURLのサポートライブラリにある[画面で見るマニュ
アル]をクリックします。
http://www.iodata.jp/support/product/hdpv-ut/

こんなときには

以下の点をご確認ください。

･ USBケーブルの接続を確認してください。

・ 接続するＵＳＢポートを変えてみてください。ハブに接続している場合は、
パソコンのUSBポートに直接、接続しなおしてください。

・ ［コンピューター］（［マイコンピュータ］）の［表示］→［最新の情報に更新］を
クリックしてください。

・Mac専用フォーマットを行なった場合、Windows上でアイコンが表示さ
れ ません。Windowsでお使いになる場合は、フォーマットし直す必要が
あります。フォーマット方法については、画面で見るマニュアルをご覧
ください。
　※フォーマットを行なうと、保存されたデータは全て消去されます。

　※画面で見るマニュアルは「画面で見るマニュアルについて」を参照。

本製品のアイコンがない？

Windows 7、Vistaでユーザーアカウント制御の画面
が表示された

[はい]（[続行])ボタンをクリックしてください。

？

「取り外しできません」のメッセージが表示された場合

使用しているソフトウェアを全て終了してから、取り外しを行ってくださ
い。それでも同じメッセージが表示された場合は、パソコンの電源を切って
から本製品を取り外してください。

？

フォーマットする場合
画面で見るマニュアル内［再フォーマットする場合］をご覧ください。

？

使用上のご注意
●スタンバイ、休止、スリープ、サスペンド、レジュームなどのパソコンの省電力機
能はご利用いただけない場合があります。

●ご使用のパソコンにより、本製品の電源連動機能に対応できない場合があり
ます。

●本製品にソフトウェアをインストールしないでください。OS起動時に実行され
るプログラムが見つからなくなる等の理由により、ソフトウェア（ワープロソフ
ト、ゲームソフトなど）が正常に利用できない場合があります。

●本製品接続時、他のUSB機器を使う場合に注意してください。
　・本製品の転送速度が遅くなることがあります。
　・本製品をUSBハブに接続しても使えないことがあります。その場合
　 は、パソコンのUSBポートに直接、接続してください。
●FAT32ファイルシステムにてフォーマットした場合、WindowsとMac OSでデ
ータを共有することができます。フォーマットは、添付のWindows専用ダウンロ
ードソフト 「I-O DATAハードディスクフォーマッタ」で行います。詳しくは画面で
見るマニュアルをご覧ください。

画面で見るマニュアルについて
２ データをコピーします。
コピーするデータを選択して、右クリックし、メニューから［コピー］をクリックします。

①コピーするデータを
右クリック

②クリック

③クリック

②選択したデータの中の
任意のデータの上で右クリック

［Ctrl］キーを押しながら選択するデータを順にクリックします。

複数のデータを選択したい場合

①［Ctrl］キーを押しながら、
順にクリックして選択

３ 本製品を開きます。
コンピューター（マイコンピュータ）から本製品を選択し、開きます。

表面【確認する】をご覧ください。

本製品のアイコンが不明な場合

ダブルクリックダブルクリック

４ データを貼り付けます。
開いたウィンドウ内で右クリックし、［貼り付け］をクリックします。

①右クリック

②クリック

コピー先フォルダに同じ名前のファイルがある場合、ウィンドウが表示され、動作を選択します。

コピー先フォルダに同じ名前のファイルがある場合（上書きコピーする場合）

▼Windows 7、Vistaの場合 ▼Windows XPの場合

移動して置換

移動しない

移動するが両方の
ファイルを保持する

⇒上書きコピーします。

⇒データはコピーされません。

⇒自動でファイル名を変更し、
　データをコピーします。

はい

いいえ

⇒上書きコピーします。

⇒データはコピーされません。

ピクチャ等のコピーしたいデータが保存されているフォルダ（本製品以外のドライブ）と、本製品のウィンド
ウを両方開き、画面上で並べます。コピーしたいデータをドラッグ&ドロップします。
※本製品内のフォルダから本製品内のフォルダへデータをコピーする場合は、ドラッグ&ドロップでコピー
しないでください。その場合、左記の手順に従ってデータをコピーし、貼り付けてください。

ドラッグ&ドロップでコピーする場合

ドラッグ&ドロップ

データをコピーしてみよう 初級者向け

（画面例：Windows 7）

ご使用のソフトメーカーにファイルの保管場所等についてご確認く
ださい。

データの保存場所が不明な場合

①クリック

コピーしたいデータがドキュメント（マイドキュ
メント）に保存されている場合

例２

②クリック

カメラに添付のソフトウェアを使用して写真データをパソコンに保
存されている場合、各ソフトウェアにより保存場所が異なることが
あります。
各ソフトメーカーに写真データの保管場所についてご確認ください。

写真データの保存場所が不明な場合

①クリック

スタートボタン→マイピクチャの順にクリックし、開きます。

Windows XPの場合

写真データがピクチャまたはマイピクチャ
(MyPictures）に保存されている場合

例１

②クリック

1 データの保存場所を開きます。




